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7 日 、 フ ィ リ ピンの ル ソ ン島 に到 着 した 、 中 距 離 ミ サ

イ ル の 発 射 装 置 = 米 太 平 洋 陸 軍 提 供

米軍、中距離ミサイル装置をフィリピンに展開　米比結束で中

国を牽制
有料記事

ワ シ ン トン ＝ 清 宮 涼 2 0 2 4 年 4 月 1 6 日  2 0 時 5 0 分

　米太平洋陸軍は15日、中距離ミサイルを発射できる

新型の発射装置を、共同軍事演習の一環としてフィリ

ピンに展開したと発表した。米ロ間の中距離核戦力

（INF）全廃条約の失効を受け、地上発射型の中距離ミ

サイル装置が配備される初の例となる。ミサイル開発・

配備を進める中国への牽制（けんせい）が狙いで、米

軍は「歴史的だ」と強調している。

日 米 比 、 初 の 首 脳 会 談 　 米 の 「 格 子 」 戦 略

土 台 、 対 中 国 の 枠 組 み 重 ね る

　米太平洋陸軍によると11日、ルソン島に発射装置を一時的に展開した。声明では「フィリピン軍と連携し

て相互運用性や即応性、防衛能力を高める上で画期的な節目になる」と強調した。発射装置には迎撃ミ

サイル「SM6」や巡航ミサイル「トマホーク」を搭載できる。

　米軍は、共同軍事演習について「長年にわたる強固な米比同盟をさらに強める」と説明。11日には史上

初の日米比首脳会談で、日本も含めた3カ国が、対中国を意識した幅広い防衛協力に合意したばかり

だ。

　米太平洋陸軍のチャールズ・フリン司令官は3日、朝日新聞などに対し、中距離ミサイルの発射装置を

年内にアジア太平洋地域に配備する方針を示していた。米軍は今後の方針を明かしていないが、米グア

ムに配備する案が有力視されてきた。今後日本にも、訓練などで一時的に展開する可能性が指摘されて

いる。

　1987年に米ロが締結したINF全廃条約で、地上配備型の中距離ミサイル（射程500～5500キロ）の保有

や開発が禁じられてきたが、トランプ前米政権は2019年に離脱を表明し、条約は失効した。中国のミサイ

ル能力への危機感を背景に、米軍は中距離ミサイルの開発を進めてきた。（ワシントン＝ 清宮涼 ）
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